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「新型コロナウイルス感染症」の
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施　設　概　要
 ● 所 在 地：福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字知命寺60
 ● 営業時間：産地直売所（10時～19時）

フードコート（11時～15時、17時～21時）
まちのパン屋さん ほのか（10時～16時）
郷土料理研修室・大会議室（10時～18時）
（定休日：水曜日）

 ● 駐 車 場：128台(大型車：22台、小型車：103台、身障者・妊婦用：3台)
　　　　　　（24時間利用可能)
 ● ト イ レ：男性用 (小)８(大)洋７(大型ブース１)
　　　　　　　女性用 洋27(大型ブース１、多機能トイレ１)
　　　　　　　(一部、24時間利用可能)

～〝軌跡〟はここから始まる～

　８月１日㈯に待望のオープンを迎えた「道の駅なみえ」。町民の皆さんはもちろん、観光客から休憩のた
めに立ち寄った人まで、訪れた人が浪江町の魅力を存分に感じることができる施設です。
　今回オープンする「地域振興施設」は、木材をふんだんに使用し、木のぬくもりや香りに包まれた、居心
地の良い空間づくりを目指しており、浪江産の新鮮な野菜や海産物などを購入できる「産地直売所」や、な
みえ焼そばをはじめとした〝浪江のグルメ〟を楽しめる「フードコート」では、数々の〝浪江の逸品〟を満
喫することができます。さらに「郷土料理研修室」には、ドライフルーツなどを加工できる食品乾燥機のほ
か、真空パック・瞬間冷凍などの最新機能を備えた機器を、順次導入する予定です。
　また、令和３年１月のグランドオープンに向けて整備を進めている「地場産品販売施設」では、国指定の
伝統的工芸品「大堀相馬焼」の陶芸体験・販売、地酒の製造見学・販売などを予定しています。

問 産業振興課商工労働係　℡ 0240（34）0247
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アクセス  　 常磐自動車道 浪江ＩＣから車で約10分
　　　　  　 ＪＲ常磐線 浪江駅から徒歩約15分

眺めの良いカウンター席やテラ
ス席など、約90席の広々とし
た空間で食事が楽しめます。

「道の駅なみえ」オリジナル土
産をはじめ、豊富な商品を取り
そろえています。

20種類以上に及ぶパンや、季
節ごとに旬の素材を生かしたソ
フトクリームを販売します。

畳調のタイルが敷き詰められた
〝小上がり仕様〟で、のんびり
くつろげる空間です。

フードコート産地直売所 まちのパン屋さん ほのか 談話コーナー

調理教室の開催はもとより、最
新機器を利用した様々な加工品
の試作が可能です。

白を基調とした清潔感が特徴。
女性用にはパウダーコーナーや
授乳室も完備しています。

２区画に分割することができ、
用途に応じて各種会議やイベン
トなどに利用できます。

浪江町に〝新たな明かり〟が
ともります。

郷土料理研修室 ト イ レ大会議室

「道の駅なみえ」が誕生「道の駅なみえ」が誕生「道の駅なみえ」が誕生「道の駅なみえ」が誕生「道の駅なみえ」が誕生

夜、輝きを増す
「道の駅なみえ」
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就任２年を
　　 振り返り

ご挨拶に先立ち、避難先でいまだ不自由な生活を強いられ
ている皆さんに、改めてお見舞い申し上げます。
早いもので、町長という重責を拝命してから２年の月日が

過ぎました。これまで大過なく執り行うことができたのも、
多くの皆さんの支えによるものと心から感謝いたします。
これまで、町民の皆さんの生活環境を整えることを最優先

に、取り組んでまいりました。そしてようやく、町の産業や
経済の基盤が整い始めたと感じています。
中でも請戸漁港での競りの再開は、非常にうれしいことでした。漁港が再び活気づけば、町全体が

元気になります。現在、「新型コロナウイルス感染症」の感染拡大防止対策による影響で経済の停滞が
続いていますが、これまで地道に試験操業を行い、再興への努力を続けてきた漁業関係者の皆さんに
改めて感謝と敬意を表します。
また、３月に開所した世界最大級の水素製造拠点（福島水素エネルギー研究フィールド）は、将来

にわたり交流人口の増加や、水素関連企業の進出など、町の経済発展の起爆剤になるものと期待して
います。さらに地場産業の再興のため、引き続き、乾燥調製貯蔵施設（カントリーエレベーター）を
はじめとした営農再開支援事業や、泉田川ふ化施設の再開準備などに力を入れていきます。
８月１日、いよいよ「道の駅なみえ」がオープンします。今回は、一部施設のみとなりますが、令

和３年１月にグランドオープンを予定している「地場産品販売施設」では、大堀相馬焼の器で地酒を
飲んだり、浪江産の海産物や農産物を食べたりすることができます。これらの施設は、訪れた皆さん
が「浪江の暮らし」を体験し、町を知ってもらう場としてだけではなく、町民の皆さんの交流を深め
る憩いの場として、周辺地域ににぎわいをもたらす〝復興のシンボル〟です。
多くの課題を乗り越え、ようやくここまでまいりましたが、これから特に力を入れるべき政策は、

将来にわたり安心して生活できる魅力的な町を創造する「持続可能なまちづくり」です。居住人口を
増やし、産業の活性化を図るとともに、〝町の顔〟である浪江駅前などの中心市街地を再生してにぎわ
いを取り戻したいと考えています。ようやく国から事業承認が得られたので、今後、具体的な整備計
画を策定していきます。
一方、昨年度から特定復興再生拠点の除染が始まりましたが、拠点外の区域については、いまだ国

からの明確な方針が示されていません。引き続き、町内全域の避難指示解除を目指し、国への働きか
けを続けてまいります。さらに、医療や介護の充実、住宅や公共交通の整備、町と皆さんとの絆を維
持する取組など、最優先に取り組むべき課題は山積していますが、「やまない雨はない、明けない夜は
ない」という気持ちで、これからも全力で町づくりを進めていきますので、どうか皆さんも町に帰る
ことを諦めないでください。
末筆となりますが、これまでの「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止に向けた皆さんの協力に

感謝いたします。不自由な避難生活の上に、さらなるご苦労をお掛けしますが、引き続き〝第二波〟に
備え、〝新しい生活様式〟へのご協力をお願いいたします。
　皆さんのご健康とご多幸をお祈り申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年８月吉日

浪江町長

きずな

「道の駅なみえ」が誕生
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締切間近
第９回

　最優秀賞！
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６月24日、浪江にじいろ
こども園において、保育参観
（親子歯みがき教室・離乳食
参観）が行われました。
〝磨き残しチェック〟をし
たり、母親に離乳食を食べさ
せてもらったりと、子供たち
にとっては普段とは違う環境
でしたが、親子で一緒の時間
を笑顔で過ごしていました。

保育参観が行われました

浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619
うまく磨けたかな もっともっと高く

●応募資格（モデル）
小学校６年生以下で浪江町に住民登録がある人（平
成23年３月11日時点で浪江町に住民登録があった人
を含む）。なお、応募者の資格は問いません。

●応募サイズ
キャビネ判（２Ｌ判）またはデジタルデータ（５メガバ
イト以下）。なお、写真館で撮影した写真、合成・加
工した写真（サイズ変更のみは可）は対象外です。
また、写真を印刷する際にサイズを変更する場合が
あります。
●応募方法
必要事項を記入の上、応募先に提出してください。
なお、応募作品は返却しません。
【必要事項】
作品の①タイトル②コメント、応募者の③現住所④
氏名⑤モデルとの関係⑥電話番号、モデルの⑦浪江
町の住所⑧氏名⑨生年月日⑩年齢
【応募先】
・・窓口、郵送…写真（裏面）に必要事項を記入。
《窓口》子育て支援係、二本松事務所、各出張所

《郵送先》〒979－1592 浪江町大字幾世橋
　字六反田7番地2（教育委員会事務局子育て支援係）
・メール…応募専用アドレス
（　 namie-photo@town.namie.lg.jp）に写真添付の
上、メール本文に必要事項を記入。

●応募期限　８月28日（金）
●賞　　品
・うけどんグッズ（最優秀賞１人、優秀賞２人、特別
賞２人、すてきな笑顔で賞10人）

・応募作品を転写したオリジナルマグカップ（参加賞）
●審査結果発表
《入賞作品》広報なみえ、町ホームページに掲載
《応募作品》浪江町役場本庁舎１階ロビーに展示
※応募は一人につき１作品、モデル一人につき１回としま
す。応募にあたり、モデルの肖像権の承諾を親権者か
ら得てください。また、町は入賞作品を無償で使用す
る権利を有し、応募後の作品に関する著作権は、町に
帰属するものとします。なお、撮影者の住所、氏名な
どを使用する場合以外に、応募者・撮影者に関する個
人情報は使用しません。

なかよく みんな えがおで
第10回 こどもの笑顔フォトコンテスト
町では「こどもの笑顔フォトコンテスト」を開催します。たくさんの〝笑顔〟をお待ちしています。

締切間近締切間近
第９回

　最優秀賞！
第９回

　最優秀賞！
第９回

　最優秀賞！

　・　教育委員会事務局子育て支援係　　0240（34）0252
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0240（34）0249
健康保険課健康係
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たばこと健康（第３回）

●
●

●
●
●

風邪を予防する
５つの良い習慣

健康知恵袋

うけどんの

「今から禁煙してももう遅い」と思っているあなた。禁煙に手遅れと
いうことはありません。
今日から始めてみませんか？　今、吸おうとしているその１本を我慢

すると、体にうれしい変化を実感できます。また、禁煙することで経
済的なメリットもあります。

適正飲酒の
５か条

４回
シリーズ
だよ

せき

健康（体）面のメリットの一例
（時間は、禁煙後の経過時間）

・・20分（血圧や脈拍が正常化）
・12時間（血液中の一酸化炭素濃度が正常化）
・２～３週間（心機能が改善・肺機能が回復）
・１～９か月（咳・息切れ・疲れやすさが改善）
・５年（脳卒中のリスクが非喫煙者と同程度に軽減）

禁煙の継続による経済面のメリットの一例
（500円のたばこを１日１箱で計算）

・１か月で約15,500円（１泊２日程度の国内旅行ができる）
・３か月で約46,500円（軽自動車の車検費用に相当）
・６か月で約93,000円（住宅ローンに充てることが可能）
・５年で約93万円（海外旅行ができる）
・10年で約186万円（軽自動車の購入費用額に相当）
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夫の浮気が原因で離婚することになりました。離婚慰謝料
など、夫に対して請求できるものについて教えてほしい。

　　最近、夫の浮気が発覚し、離婚することになりました。夫と結婚したのは
３年前で、０歳の子供が一人います。現在、夫は会社員で、私は仕事をし
ていません。また、夫は離婚の原因である浮気を認めており、離婚に応じ
るほか、子供の親権者についても妻の私で構わないと言っています。この
ような場合、私が夫に対して請求できる権利などについて教えてほしい。

No.43
日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、

法律に基づいた対応策を紹介します。

夫
な

Q

①離婚慰謝料　浮気により離婚を余儀なくされた場合、浮気された側は、離婚に伴う精神的苦痛に対
する損害賠償として離婚慰謝料を請求できます。金額については、「婚姻期間」や「相手の資力・
収入」など、様々な事情を総合的に考慮して決定され、200万円前後で認められることが多い傾向
にあります。なお、浮気相手に対しても不貞行為について慰謝料の請求ができます。

②財 産 分 与　離婚に伴って、夫婦の共有財産を清算する必要が生じます。清算の対象となるのは、
婚姻中に夫婦の協力によって形成された財産です。預貯金のほか、婚姻後に購入した不動産、自動
車などが対象になります。また、財産分与の割合は基本的に１対１になります。なお、ローンによ
る抵当権の付いた不動産については評価額からローン残高が控除されるため、財産分与の対象にな
らないこともあります。
③養　育　費　未成熟子（経済的・社会的に自立していない子供）を監護している親は、監護してい
ない親に対して、養育費を請求できます。養育費の金額については、家庭裁判所で利用する「算定
表」が公表されています。例えば、義務者が給与所得者で年収が700万円、権利者の年収が０円、
子供が14歳以下の場合、養育費の月額は、８～10万円とされています。養育費の終期は、20歳
（あるいは22歳）までとする場合が多いです。
④年金分割など　離婚後２年以内であれば、婚姻期間中の厚生年金記録の分割請求をすることができ
ます。専業主婦だった人は、受給できる年金額が増えるので、年金事務所で手続してください。ま
た、合意内容を「執行認諾文言付公正証書」にして残しておくと、万が一、支払いがない場合、強
制執行をより早く行えます。

A

いつか役に立つ

法 律 識知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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��
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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小学校５・６年生が、津島小学校と合同
で「砂の芸術」に挑戦しました。完成
した作品にみんな大満足。青空の下、
さわやかな海風が吹く四倉海岸（いわ
き市）で、楽しい思い出ができました。

◆ ◆

なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

体験活動や地域学習を通して、豊かな心を育むため、臨時休業から
再開後、様々な活動に取り組んでいます。「新型コロナウイルス感染
症」の予防に配慮しながら、子供たちが楽しく学べる場や活動を工夫
し、実施しています。

小学校２年生が、町役場、消防署、警
察署、郵便局、農業協同組合を訪問
し、説明を聞いたり質問したりしまし
た。浪江町の公共施設などで働く人た
ちのことがよく分かりました。

棚塩産業団地にある水素を製造する施
設を見学しました。広大な敷地には
様々な施設があり、最新の技術を生か
した取組が世界からも注目されている
ことを学びました。

厳粛な雰囲気の中で

福島水素エネルギー
研究フィールド見学　６月12日
福島水素エネルギー
研究フィールド見学　６月12日
福島水素エネルギー
研究フィールド見学　６月12日 日帰り体験活動　６月17日日帰り体験活動　６月17日日帰り体験活動　６月17日 浪江町探検　６月19日浪江町探検　６月19日浪江町探検　６月19日

校外学習で
学ぶ楽しさを実感！

校外学習で
学ぶ楽しさを実感！

校外学習で
学ぶ楽しさを実感！

６月４日、福島市において前田文雄さんへの叙勲伝達式を
行いました。
前田さんは、昭和

44年５月から５期に
わたり浪江町議会議
員を、また、昭和59
年10月から３年５か
月にわたり浪江町助
役を務められ、地方
自治と地域社会の発
展に尽力されました。
その功績により、こ
の度「旭日双光章」
を受章されました。

地域社会の発展に貢献地域社会の発展に貢献地域社会の発展に貢献

６月初旬、「浪江町タマネギ生産組合」の組合員が、昨年
秋に定植したタマネギの収穫作業を藤橋・加倉地区などで開
始しました。
今年度中に収穫する面積は、組合員10人の作付面積を合わ

せた6.2ヘクタールです。
栽培しているタマネギ「浜の輝」は、全国でも福島県の相

双地域のみで栽培されていて、従来の品種よりやや晩生で、
甘みがあることが特徴です。今年は、暖冬の影響もあり生育
状況は良好で、直径７～８センチメートルのものが中心と
なっています。また、収穫量も昨年度より増加することが期
待されます。
６月16日からは、組合員

の皆さんが選果場（川添地
区）において、優良なタマ
ネギの出荷に向けて乾燥・
選別作業などに意欲的に取
り組んでいます。

皆さんの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

かがやき

ばんせい

せん かじょう

一大産地を目指して（北棚塩地区）一大産地を目指して（北棚塩地区）一大産地を目指して（北棚塩地区）

収穫したばかりの
タマネギを確認
収穫したばかりの
タマネギを確認
収穫したばかりの
タマネギを確認
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12月４日 土のう製造スタンド 100基

「新型コロナウイルス感染症」の
感染拡大防止への対応により、掲載
内容が変更されている場合がありま
す。最新情報については、各記事の
問合せ先に確認をお願いします。

広報の掲載内容に
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前年度好評だった「ハンドクリーム作り」と「歯の相談」を、
弘前大学の教員と学生の皆さんの協力の下、今年度も開催します。

第４回 子育てサロン
「ぽかぽかテラス」のご案内

　・　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619

●日　　時　８月19日（水）10時～11時30分
●場　　所　なみえ創成クラブハウス
●持 ち 物　水分補給用の飲み物、タオル、大人用のスリッパ
●内　容　
・弘前大学の教員による「ハンドトリートメントとハンド
クリーム作り」「子供の歯の健康に関する相談」

・町の保育教諭や保健師、保護者同士の「ふれあいタイ
ム」または「自由遊び」

・最後に、片付け、次回の案内などの時間を設けます。
●申込方法　８月14日（金）までに電話で申し込んでください。
※状況により、中止する場合があります。



責任を持って
育ててね

ペットは
家族の一員です

���� �������	�	����

なみえ新聞 通信

「なみえ新聞」は
インターネットでも見られます
「なみえ新聞」はアプリをダウンロードしなくて
も見ることができます。
インターネットで「なみえ新聞」と検索するか、
右下のＱＲコードを読み取って利用してください。
町民申請をすれば、今までと同じように「福島の
ニュース」や「おくやみ」、「撮れたて写真館」を見
ることができます。

浪江町役場本庁舎で、
タブレットやアプリの相談を
受け付けています
タブレットの操作方法やスマートフォン・ア
プリの使い方などで、困っていることはありま
せんか？
お盆期間中も、タブレットやアプリの使い

方、インターネットのセキュリティに関する不
安など、様々な質問・疑問にお答えします。浪
江町役場本庁舎２階　情報統計係で受け付けて
いますので、気軽に来てください。
■受付日時
平日（月曜日～金曜日（祝日を
除く））８時30分～17時15分

「つながっぺ」「新聞たまってますよ」が終了します

注意

重要

なみえアプリの「つながっぺ」と「新聞たまってます
よ」が、12月31日㈭をもって終了となります。
このことに伴い、なみえアプリ内のメッセージや写真の
保存方法、代替アプリなどの相談ができる講習会を11月・
12月に開催する予定です。日程など詳しくは、広報なみえ
10月号でお知らせします。

企画財政課情報統計係 0240（34）0241

●特別料金プランを利用している人
浪江町タブレットサポートセンター 0800（919）3287（平日９時～17時15分）

●特別料金プランを利用していない人
浪江町役場企画財政課情報統計係 0240（34）0241（平日８時30分～17時15分）

【タブレットに関する問合せ】

①「浪江タブレット特別料金プラン」は、令和３年３月31日㈬で終了です
②「なみえ新聞」「なみえ写真投稿」は、引き続き利用できます

終了になるアプリ

ウェブ版
なみえ新聞

　「インターネットエクスプ
ローラー 」では、見る
ことができません。

��������	
�

生後91日以上の犬を飼っている人には、生涯１回
の登録と毎年１回の狂犬病予防注射の接種が、狂犬
病予防法により義務付けられています。

●犬を飼うときは登録を（新規登録手数料3,000円）
犬を飼うときは、30日以内（生後間もない場合
は、生後90日を経過した日から30日以内）に飼い犬
の登録をしてください。その際に交付された鑑札
は、飼い犬の身に着けてください。なお、鑑札を紛
失したときは、再交付（手数料1,600円）の手続をし
てください。また、犬が死んだときや、犬の譲渡な
どにより飼い主の情報が変わったときは、その都
度、届け出てください。
●飼い犬の登録は所在地で
犬の所在地などが変わったときは、所在地の市区
町村に届け出なければなりません。例えば、浪江町
に登録のある犬を浪江町以外で飼う場合、所在地を
変更する必要があります。鑑札を持参の上、犬を飼
育している所在地の市区町村で手続してください。
新たに犬を飼う場合も同様です。

●狂犬病予防注射は毎年１回
①集合予防注射
毎年１回、４月下旬に実施して
いた集合予防注射は、「新型コロナウイルス感染症」
の拡大防止のため中止しました。現在、９月頃の実
施を検討しています。日程などが決定したら、登録
済みの犬の飼い主に、案内を封書で送付するととも
に、町ホームページなどでお知らせします。
②個別予防注射
動物病院で予防注射を接種したときは、病院が発
行した「狂犬病予防注射証明書」を除染環境係に提
出し、注射済票（手数料550円）の交付を受けてく
ださい。なお、浪江町以外で犬を飼育している場合
は、所在地の市区町村で手続してください。
※毎年４月～６月に接種が義務付けられている狂犬
病予防注射の接種期間については、「新型コロナウ
イルス感染症」の拡大防止のため、今年に限り12
月31日㈭まで延長されます。
まだ予防注射の接種を受けていない場合は、早め
に接種をお願いします。

●犬や猫に関する被害や苦情の相談が多く寄せられ
ています
人間に癒やしや生きがいを与えてくれるペットで
すが、飼い主のマナーが悪かったり、飼い主の身勝手
な理由で捨てられたりするなど、ペットに関する様々
なトラブルが発生しています。近所の人が、犬や猫を
好きな人ばかりとは限りません。犬の散歩をするとき
は必ずリード（引き綱）でつなぐ、放し飼いをしない
など、犬や猫の飼い主は、他人に迷惑や危害を及ぼさ
ないよう適正な飼育を心掛けることが大切です。
●環境美化に努めましょう
犬や猫の排せつ物の始末は飼い主の義務です。公
園や道路などの公共の場所や他人の土地、建物を汚
さないよう必ず持ち帰りましょう。また、飼育場所
は常に清潔にし、ハエや悪臭の発生を防ぎましょう。

●野良犬や野良猫に餌だけを
与えることはやめましょう
野良犬や野良猫に餌だけを与え
ることは、無責任に繁殖させることにつながり、他
人に迷惑を掛ける可能性があります。また、飼い主
と同様の義務が生じますので、無責任な餌付けはや
めましょう。
●小さな命を大切にしましょう
「捨て犬」「捨て猫」を無くしましょう。
動物を捨てることは、動物愛護法に違反する行為
です。子犬や子猫が生まれて困らないよう「生まれ
ないための手術」をお勧めします。
犬・猫に関する相談は、福島県動物愛護センター

「ハピまるふくしま」相双支所（ 0244（26）1351）
に相談してください。

住民課除染環境係 0240（34）0228

犬や猫の飼い方　ルールやマナー大丈夫ですか？

犬の登録と狂犬病予防注射犬の登録と狂犬病予防注射

責任を持って
　　　育ててね
責任を持って

育ててね
責任を持って
　　　育ててね

ペットは
家族の一員です
ペットは
家族の一員です
ペットは
家族の一員です

犬や猫の飼い方　ルールやマナー大丈夫ですか？
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消防署からのお知らせ

火事と救急は119番
浪江消防署 　0240（34）4111
富岡消防署 　0240（22）2119

消防署《連絡先》

■花火の取扱説明書をよく読んで、注意事項は必ず守りま
しょう
■風の強い日は、花火の使用はやめましょう
■水の入ったバケツを準備しましょう
■人の迷惑にならない時間や場所を考えて遊びましょう
■風向きを考え、煙で迷惑を掛けないようにしましょう

命を守る
ための

三つの心得

●

●

●

12月４日　土のう製造スタンド 100基

町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
本　

文
子
（
介
護
福
祉
課
）

５
月
13
日
付
け
で
任
期
付
職
員
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
住
民
課

  

小
林　

真
理
＊
住
民
課

  

佐
々
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優
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
〝浪江のこころプロジェクト〟は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第110号 ●

「浪江のこころ通信／第110号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593
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●募集対象
浪江町に住民登録がある中学生、高校生およ
び大学生の皆さん
（平成23年３月11日時点で、浪江町に住民
登録があった人を含む）
●原稿内容など
【様　式】応募様式は自由です。
【文字数】1,000字程度
　　　　（400字詰めの原稿用紙２～３枚）
【原稿内容】
・今の生活や身の回りの状況
・将来の夢
・浪江町での思い出や浪江町への思い
　　　　　　などを自由に書いてください。
【必要事項】
文末に、応募者の①名前②学校名③学年④避
難先住所⑤電話番号を記入してください。
●原稿締切日　８月31日（月）

●応募方法
浪江のこころプロジェクト事務局まで郵送または
電子メールで応募してください。
【応募先】
浪江のこころプロジェクト事務局
（浪江町役場企画財政課情報統計係）
〒979－1592 
浪江町大字幾世橋字六反田７番地２

【応募先アドレス】
　　 namie12030@town.namie.lg.jp

●その他
・応募者には、記念品を進呈します。
・応募原稿は返却しません。
・応募原稿は、広報なみえの「浪江のこころ通
信」のコーナーに、本人の顔写真とともに掲載
します。その際には、個別に連絡します。

※取材を受けていただける人も随時募集しています。
連絡をお待ちしています。

皆さんの今の生活や身
の回りの状況、将来の夢、
浪江町での思い出などを
聞かせてください。

　・　浪江のこころプロジェクト事務局（浪江町役場企画財政課情報統計係）
　 0240（34）0241　　0240（34）4593



▲取材終了後、参加者が１人加わって、すぐに勉
強会が開始。ちなみに記念すべき第１回は、平
成30年４月30日に行われたそうです

回
開
催
し
て
い
ま

す
。
花
卉
農
家
や

新
規
就
農
者
な
ど

が
集
ま
っ
て
熱
心

に
学
び
合
う
た

め
、
い
つ
も
２
〜

３
時
間
に
な
っ
て

い
ま
す
ね
。

　

中
心
メ
ン
バ
ー

は
今
日
の
出
席
者

を
含
め
て
６
人
で

す
が
、
今
年
度
中

に
は
花
卉
農
家
８

人
と
一
つ
の
事
業

所
、
合
わ
せ
て
９

件
に
な
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
に
、

十
数
人
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
や
応
援
者

な
ど
が
い
ま
す
。

鈴
木
さ
ん　

震
災
前
は
ア
パ
レ
ル
の

製
造
会
社
を
経
営
し
て
い
て
、
震
災

後
は
中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
へ
技
術
指

導
や
工
場
管
理
に
行
っ
て
い
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
花
の
こ
と
は
全
く
で
、
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
。
い
ざ
始
め
て
み
る
と
、
難
度

が
高
い
品
種
と
い
う
か
、
誰
も
彼
も

が
簡
単
に
作
れ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
栽
培
で
し
か

作
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
設
備
投
資
も
必

要
で
す
。
こ
の
花
は
一
通
り
の
知
識

を
得
た
り
、
勉
強
し
た
り
し
な
い
と

作
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
市
場
に

出
し
て
も
値
崩
れ
が
少
な
い
の
で

し
ょ
う
。

　

女
性
を
美
し
く
装
う
仕
事
を
し
て

き
た
の
で
、
美
し
い
花
を
作
る
こ
と

は
「
美
」
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い

て
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。

菅
野
さ
ん　

北
幾
世
橋
の
自
宅
前

で
、
水
田
を
転
用
し
た
畑
を
お
借
り

し
て
作
っ
て
い
ま
す
が
、
作
る
土
地

が
違
う
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
も
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、

勉
強
会
で
川
村
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く

中
身
の
濃
い
資
料
を
確
認
し
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
試
し
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
な
か
な
か
教
え

て
い
た
だ
け
な
い
花
レ
シ
ピ
の
〝
キ

モ
〞
ま
で
惜
し
げ
も
な
く
情
報
を

シ
ェ
ア
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
し
、
何

か
あ
っ
た
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
相
談
で
き
る
仲
間
が
い
て
、

ト
ラ
ブ
ル
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
解
決

で
き
る
。
皆
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
、

花
作
り
は
や
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

先
ほ
ど
、
以
前
か
ら
川
村
さ
ん
を

知
っ
て
い
た
と
言
い
ま
し
た
が
、
誰

も
浪
江
に
帰
っ
て
来
な
い
頃
か
ら
花

作
り
に
取
組
む
、
ど
っ
し
り
根
を
構

え
た
よ
う
な
川
村
さ
ん
の
姿
や
、
そ

の
活
動
を
取
り
上
げ
た
新
聞
記
事
な

ど
は
い
つ
も
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
研
究
会
の
立
ち
上
げ
を
知
っ

て
、
私
も
そ
の
一
員
に
な
り
た
い
、

川
の
仕
事
と
は
別
に
、
私
自
身
の
仕

事
と
し
て
花
作
り
が
し
た
い
と
思

い
、
参
加
し
ま
し
た
。
川
村
さ
ん
や

事
務
局
長
の
清
水
さ
ん
に
憧
れ
て
い

る
ん
で
す
よ
。

荒
川
さ
ん　

加
倉
で
花
作
り
を
再
開

し
た
時
に
建
て
た
３
棟
の
ハ
ウ
ス
に

加
え
、
新
し
い
ハ
ウ
ス
も
使
っ
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
今
、
花
木
は
サ

ン
ゴ
ミ
ズ
キ
や
ヒ
ュ
ウ
ガ
ミ
ズ
キ
、

ウ
ン
リ
ュ
ウ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
４
種
類
、

切
り
花
は
メ
イ
ン
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
、
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
や
ス
ト
ッ
ク

な
ど
３
種
類
ほ
ど
。
栽
培
を
始
め
て

３
年
目
の
ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ
（
ス

ト
レ
チ
ア
）
は
、
今
年
花
が
咲
く
は

ず
で
す
。
そ
の
他
に
も
試
作
中
の
品

種
が
あ
り
ま
す
。

　

農
家
は
一
人
一
人
の
仕
事
で
す
か

ら
、
研
究
会
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
人
の
輪
は
本
当
に
大
切
で
す
ね
。

特
に
ハ
ウ
ス
で
は
独
り
き
り
で
す
か

ら
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
よ
う
な
温
か

い
人
た
ち
と
話
が
で
き
る
こ
と
は
大

事
で
す
。

◆
最
後
に
、
皆
さ
ん
か
ら
花
作
り
へ

の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

川
村
さ
ん　

浪
江
町
の
花
作
り
を

ず
っ
と
応
援
い
た
だ
い
て
い
る
華
道

家
の
假
屋
崎
省
吾
さ
ん
が
、
来
年
の

カ
レ
ン
ダ
ー
に
浪
江
の
花
を
載
せ
て

く
だ
さ
る
そ
う
で
す
。
役
場
も
フ
ラ

ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
動
画
配

信
を
し
て
く
れ
る
な
ど
広
報
し
て
く

だ
さ
っ
て
、本
当
に
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
メ
ダ
リ

ス
ト
た
ち
に
贈
ら
れ
る
「
ビ
ク
ト

リ
ー
ブ
ー
ケ
」
に
福
島
県
産
の
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
浪
江
の
花
を
い

つ
で
も
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
よ
う
、

最
高
級
の
花
が
出
荷
で
き
る
態
勢
を

十
分
に
整
え
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

　

浪
江
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し

て
、
今
は
栽
培
技
術
の
取
得
や
向
上

が
一
番
。
メ
ン
バ
ー
の
経
営
を
軌
道

に
乗
せ
る
お
手
伝
い
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
若
い
人
た
ち
が
花
で
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
応
援
も
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菅
野
さ
ん　

基
本
通
り
に
は
な
か
な

か
い
か
な
い
し
、
難
し
い
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
品
質
の
良
さ
を
目
指
し

て
基
本
に
忠
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
ね
。

荒
川
さ
ん　

ま
ず
、
き
れ
い
な
花
を

咲
か
せ
た
い
。
丈
夫
で
長
持
ち
、
し

か
も
高
く
売
れ
る
花
作
り
を
目
指
し

た
い
で
す
。

鈴
木
さ
ん　

健
康
で
少
し
で
も
長

く
、
花
を
作
り
た
い
。
80
歳
、
い

や
、
父
が
畑
仕
事
を
し
な
が
ら
90
歳

ま
で
長
生
き
し
ま
し
た
か
ら
、
85
歳

か
な
。
品
質
の
高
い
良
い
花
は
作
っ

て
い
て
も
楽
し
い
し
、
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
り
ま
せ
ん
。「
鈴
木
さ
ん
の
花

が
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
花

作
り
が
し
た
い
で
す
ね
。

　

夫
婦
で
で
き
る
仕
事
と
し
て
、
妻

と
も
同
じ
目
標
を
持
ち
な
が
ら
、
一

緒
に
人
生
を
歩
い
て
い
き
た
い
で
す
。

インタビュー風景

▲

か
り
や
ざ
き
し
ょ
う
ご
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浪江町花卉研究会
　代表  川村　　博さん（幾世橋）

　荒川　勝己さん（加倉）
　菅野富美恵さん（北幾世橋）
　鈴木　好道さん・幸子さん（苅宿）

◆
あ
の
日
の
避
難
か
ら
浪
江
町
に
戻

ら
れ
た
経
緯
を
簡
単
に
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い

菅
野
さ
ん　

震
災
前
か
ら
室
原
川
・

高
瀬
川
漁
業
協
同
組
合
で
仕
事
を
し

て
い
て
、
そ
の
頃
か
ら
川
村
さ
ん
を

よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。

　

伊
達
市
保
原
町
で
避
難
生
活
を
し
、

そ
の
間
も
通
い
な
が
ら
、
放
流
や
放

射
線
量
の
測
定
な
ど
川
の
仕
事
を
続

け
て
い
ま
し
た
の
で
、
平
成
29
年
３

月
31
日
の
一
部
避
難
指
示
解
除
と
と

も
に
、
浪
江
町
に
戻
り
ま
し
た
。

川
村
さ
ん　
（
第
30
号「
平
成
25
年
12
月
号
」掲
載
）

　

福
島
市
に
避
難
し
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
南
相
馬
市
に
移
り
ま
し
た
。
震

災
か
ら
２
年
目
、
以
前
か
ら
運
営
し

て
い
る
N
P
O
法
人
J
i
n
の
事
務

所
周
辺
が
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域

に
再
編
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
平
成
25
年
４
月
１
日
に
浪
江
町

に
戻
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て
卵
を

出
荷
し
た
り
、
野
菜
を
作
っ
た
り
し

ま
し
た
が
、
野
菜
か
ら
高
い
放
射
線

量
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
震
災
後
の
３
年
目
か
ら

花
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん　

震
災
直
後
は
埼
玉
県
に

20
日
ほ
ど
避
難
し
、
そ
の
後
、
い
わ

き
市
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
苅
宿
の
実

家
の
母
屋
は
解
体
し
ま
し
た
が
、
離

れ
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
住
ん
で
い
ま

す
。
妻
は
、
母
が
元
気
で
小
名
浜
に

い
ま
す
の
で
、
ま
だ
向
こ
う
に
い
ま

す
。
私
も
週
に
１
〜
２
度
く
ら
い
は

い
わ
き
市
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

避
難
指
示
解
除
に
な
っ
て
か
ら
、

浪
江
町
で
何
か
仕
事
を
し
た
い
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
川
村
さ
ん
の
花

作
り
を
知
り
、
平
成
30
年
８
月
頃
か

ら
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
地
元
農
家

に
２
反
歩
ほ
ど
の
畑
を
借
り
、
ハ
ウ

ス
で
の
花
作
り
に
取
り
組
み
出
し
た

の
は
、
そ
の
年
の
10
月
か
ら
で
し
た
。

荒
川
さ
ん　
（
第
89
号「
平
成
30
年
11
月
号
」掲
載
）

　

秋
田
県
に
避
難
し
ま
し
た
が
、
一

部
避
難
指
示
解
除
後
の
浪
江
町
で
農

業
を
再
開
し
た
い
と
思
い
、
平
成
29

年
４
月
か
ら
、
準
備
の
た
め
に
毎
月

の
よ
う
に
浪
江
町
と
を
往
復
し
て
い

ま
し
た
。
翌
年
１
月
に
戻
り
、
作
付

け
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
請
戸
で
栽
培
し
て
い
た

鉢
物
に
加
え
、
新
た
に
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
な
ど
の
切
り
花
を
始
め
、
そ

の
品
質
向
上
を
図
る
た
め
に
研
究
会

に
入
り
ま
し
た
。

◆
浪
江
町
花
卉
研
究
会
の
い
き
さ
つ

や
現
在
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

川
村
さ
ん　

花
作
り
で
町
に
貢
献
し

た
い
と
、
避
難
先
か
ら
浪
江
町
に

通
っ
た
り
し
て
い
た
私
た
ち
が
、
勉

強
の
た
め
に
集
ま
り
出
し
て
２
年
目

に
、
役
場
か
ら
農
業
者
組
織
を
作
っ

た
ら
ど
う
か
と
言
わ
れ
た
ん
で
す

よ
。
原
発
事
故
の
被
災
地
か
ら
の
再

起
を
図
る
た
め
に
、
浪
江
町
を
花
の

一
大
産
地
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
平
成
29
年
８
月
19
日
に
「
花
・

夢
・
創
み
ら
い
塾　

浪
江
町
花
卉
研

究
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
い
い
花
を
作
る
た
め

に
、
肥
料
や
水
や
り
、
温
度
管
理
、

花
の
仕
立
て
方
な
ど
、
技
術
向
上
と

情
報
共
有
の
た
め
の
勉
強
会
を
月
１

か　き

取材者：認定特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：５月22日

花作りで浪江町を再興するために、これからも
力を合わせて花を作る

福島県

浪江町内で花卉栽培に取組む農業者や事業所に加え、新規就農者でつくる「浪江町
花卉研究会」の月例勉強会にお邪魔し、中心的なメンバー４人と、出席された鈴木さ
んの妻、幸子さんも交えてお話を伺いました。
当日は、「新型コロナウイルス感染症」の予防のためマスクを着けたままではあり

ましたが、楽しく、にぎやかなグループインタビューとなりました。

鈴木幸子さん 鈴木好道さん 菅野さん 荒川さん 川村さん

は
な

む　
　

そ
う
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投票
期間 9月25日（金）18時まで

企画財政課情報統計係　　0240（34）0241

「毎日１回」
投票してね!

「うけどん」に投票するためには「投票用 I D」の
登録が必要です。
浪江町役場本庁舎２階　情報統計係では、登録方法
などを案内しています。投票方法などが分からない
人は、気軽に来てください。

エントリー
No.18
うけどん

投票方法が分からない・投票ができない人へ

うけどんの投票ページ

▲
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